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平和と労働センター・全労連会館

テーマ④

調査研究やカウンセリング体制の充実・ガイドラインの作成等

資料６



共通テーマ１

「妊娠」を通して考える「健やか親子」

・安心の妊娠/出産/育児

・がんの予防と妊孕性温存

・妊娠中からの虐待予防

・妊産婦の自殺予防

共通テーマ２

「思春期」からみた「健やか親子」

・思春期の自殺対策 ・HPVワクチン普及

・QOL/自尊感情/レジリエンスの促進

・母子保健と学校保健のデータ共有

・性教育/性的搾取の防止 ・禁煙促進

・AYA世代のがんサバイバーの妊孕性温存

日本小児科学会/日本産科婦人科学会/NPO法人 SIDS家族の会/日本子ども健康科学会/性の健康医学財団/全国保健所長会/全国養護教諭連絡協議会/日本看護協会/日本公衆衛生学
会/日本小児看護学会/日本小児救急医学会/日本助産学会/日本助産師会/日本性感染症学会/日本産婦人科医会/日本母乳の会/日本周産期・新生児医学会/日本学校保健学会/日本小
児神経学会/性と健康を考える女性専門家の会/日本糖尿病・妊娠学会/日本臨床心理士会/日本生殖看護学会/FOUR WINDS 乳幼児精神保健学会/日本新生児成育医学会/日本ピアカウ
ンセリング・ピアエデュケーション研究会/特定非営利活動法人/日本小児外科学会/NPO法人日本ラクテーション・コンサルタント協会/子ども療養支援協会/日本小児心身医学会/京都大学
大学院医学研究科社会健康医学系専攻/日本児童青年精神医学会



ベースライン値と比べ, 10〜14歳までの自殺は増加した.

健やか親子２１（第２次）中間評価・分析

未成年者の自殺率の推移背景



4

日本における子宮頸がんの発症数と死亡数

［1］日本産科婦人科学会からの公開資料「子宮頸がんとHPVワクチンに関する最新の知識と正しい理解のために」 http://www.jsog.or.jp/public/knowledge/pdf/HPV_Q&A.pdf

［2］公益社団法人日本産科婦人科学会のホームページ「一般の皆様へ＞産科・婦人科の病気＞子宮頸がん（2018 年11月時点）」

［3］厚生労働省からの公開資料「ヒトパピローマウイルス感染症（HPVワクチン）」 https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou 28 /dl/hpv180118 -info 03.pdf

［4］国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録・統計」（2018 年11月時点）

1年間に約10,000人の女性が子宮頸がんを発症している

1年間に約2,700-3,000人の女性が子宮頸がんで死亡している

20～40歳代女性で、子宮頸がんの罹患率は増加している





平成30年度健やか親子２１テーマグループ４「共通テーマ」合同会議





【総合討論で検討された事項】

1. 健やか親子21の活動を国民にポジティブな視点で伝えていく事に心がける。

2. 抽出された共通テーマ項を、「誰」に「どのような形」で届けていくか議論された。

3. 健やか親子21は国民運動であり、国民に還元されるべきであるが、「健やか親子
21」、「すこりん（キャラクター）」の認知度が低いことも鑑み、専門職各団体・学会
が各組織内で、「健やか親子21」の活動に関する共通認識を持てるように働きか
けることを最初のステップとした。

4. 各世代（親子）に向けた発信は次のステップとして実施することとなった。

5. 親子・子どもの健康推進に携わる推進協議会各所属団体・学会が連名で成果物
を発行していくことは社会的意義が高いと思われる。

6. 多くの団体・学会が関わることができる共通テーマとして、1）「HPVに関する正しい
情報発信」、2）「自殺（思春期・妊産婦含む）に関すること」を今年度の取組とする

7. 上記テーマに関するリーフレットを作成し、厚生労働省、健やか親子21、すこりん、
推進協議会加入団体・学会名連名のもと、関係部署に啓発をおこなっていく

8. リーフレット（成果物）は、グループ内で話し合って作成していく。

















保健師

保健師

日本乳幼児精神保健学会 FOUR WINDS

(NPO)子ども療養支援協会

財



タイトルについて：以下の案が出され、投票で8) が選択された。

HPV感染症について知っていますか？ ６票

HPV感染症を知りましょう ２票

HPV感染症をより知ってもらうために １票

HPV感染症？ １票

HPV感染症について知識を深めましょう ２票

HPV感染症についてもっと知ろう ３票

今こそ知りたい！ HPV感染症 ３票

今こそ知ってほしい HPV感染症 １２票



1. 和文誌編集委員会
2. 英文誌編集委員会
3. 学術委員会
4. 予防接種・感染症対策委員会
5. 国際渉外委員会
6. 新生児委員会
7. 社会保険委員会
8. 子どもの死亡登録・検証委員会
9. 小児医療委員会
10. 小児医療提供体制委員会
11. 小児救急委員会
12. 医療安全委員会
13. 広報委員会
14. 情報管理委員会
15. 薬事委員会
16. 男女共同参画推進委員会
17. 災害対策委員会
18. 生涯教育・専門医育成委員会
19. 倫理委員会
20. こどもの生活環境改善委員会
21. 利益相反委員会
22. 将来の小児科医を考える委員会
23. 試験運営委員会
24. 中央資格認定委員会
25. 小児慢性疾病委員会
26. 小児慢性疾病患者の移行支援ワーキンググループ
27. 健やか親子21委員会

1. 日本新生児成育医学会
2. 日本小児循環器学会
3. 日本小児神経学会
4. 日本小児血液・がん学会
5. 日本小児アレルギー学会
6. 日本先天代謝異常学会
7. 日本小児腎臓病学会
8. 日本小児内分泌学会
9. 日本小児感染症学会
10. 日本小児呼吸器学会
11. 日本小児栄養消化器肝臓学会
12. 日本小児心身医学会
13. 日本小児臨床薬理学会
14. 日本小児遺伝学会
15. 日本小児精神神経学会
16. 日本外来小児科学会
17. 日本小児東洋医学会
18. 日本小児運動スポーツ研究会
19. 日本小児救急医学会
20. 日本小児リウマチ学会
21. 日本国際小児保健学会
22. 日本小児体液研究会
23. 日本マススクリーニング学会

健やか親子21の啓発のために（小児科医へ）

≪委員会≫

≪分科会≫


